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竹山 16－２団地管理組合法人 「みんなの部屋 1018」使用細則 

（目的） 

第１条 管理規約第 12条第 2項（専有部分の用途）の規定に基づき、管理組合が借用した

居室「みんなの部屋 1018」の管理並びに使用に関し、必要な事項を定めたものと

する。 

 

（みんなに部屋 1018の定義） 

第２条 「みんなの部屋 1018」（以下当施設という）は、超高齢団地の進行の中で、安心し

て暮らせる住まいづくりを目指して、〔知り合う・語り合う・助け合う〕活動を多

様に展開する拠点である。 

  ２ 前項の他に管理組合理事会の拠点である。 

 

（施設の使用並びに管理・運営） 

第３条 施設を使用できる者は、原則当管理組合の居住者（以下使用者という）とする。但

し、理事会が別に定める者についてはこの限りではない。 

  ２ 施設の管理責任者は管理組合理事長とする。 

  ３ 施設の運営については、理事会で承認された「みんなの部屋 1018」運営委員会（以

下運営委員会という）が行うものとする。 

 

（施設の使用区分） 

第４条 施設内の使用区分は原則として、下記の通りとする。 

① 大広間（キッチン付き）：サロン、会議室、貸室 

② 6畳間（納戸付き）：プレールーム、会議室、貸室 

③ 4畳半：管理組合事務室 

④ 浴室・洗面所：倉庫として使用 

 

（施設の用途） 

第５条 施設は、次の各号に掲げる目的のために使用するものとし、他の用途に使用しては

ならない。以下優先順位毎に列記する。 

  ２ 管理組合の運営に必要な会議・会合・集会及び事務室は、理事会が優先使用とする。 

① 理事会の定例の会議など、年間日程の会議を優先使用とする。 

② 災害などの緊急時の場合は、災害対策本部を設置するために（この施設が倒壊

していない場合）最優先に使用する。 

③ 棟・階段毎の集会・会合等の使用。 

３ 居住者の親睦を目的とする交流活動又は集会等。この企画は原則運営委員会の運
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営による使用とする。 

４ 居住者の趣味・談笑等の集り。 

５ 居住者の訪問者の接待や宿泊。 

６ 居住者の葬儀などによる、親戚などの宿泊使用。但し葬儀会場としての使用は認め

ない。 

７ 居住者以外の集会・会合・趣味の使用。居住者以外とは、参加者の中で居住者の割

合が 3割に満たない場合とする。 

  

（使用時間） 

第６条 施設を使用することのできる時間は、午前 9時から午後 9時までとする。ただし、

宿泊使用や、理事長の承認を得たときは、この限りではない。 

 

（使用の申し込み等） 

第７条 使用責任者が、あらかじめ理事長に様式 15による書面（以下「使用申込書」とい

う）を提出して、申込みをしなければならない。申込みをした貸室の使用日時、使

用用途等を変更しようとするときも、同様とする。 

  ２ 前項の申し込みは、使用する日の属する月の初日の 2 ヶ月前から受け付けるもの

とする。 

３ 活動委員会の企画や、棟・階段毎の集まりは、前者は理事会の確認、後者は使用責

任者が理事長に申し入れをすることとし、使用申込書よる書面を要しない。 

 

（使用の承認又は不承認） 

第８条 理事長は、受付開始日より日毎に使用の承認又は不承認を決定し、承認したときは

様式 16による書面（以下「使用承認書」という）で使用責任者へ通知する。 

ただし、第 7 条 3 項の規定により、使用申込書を省略したものの承認の通知は、

理事会、及び理事長の承認をもって、書面による通知を省略する。 

  ２ 前項の場合において、同一の日及び時間につき申込みが競合するときは、その優先

順位は第 5 条に掲げる順位に従う。同一の順位において、その申込みが競合する

ときは、抽選による。 

  ３ 使用申込みの締め切り日は、原則使用前月の 20日とする。 

 

（施設の使用予定表） 

第９条 理事長は、前条により翌月分の施設の使用を決定したときは、遅滞なく、該当月分

の施設の使用の予定表を作成して保管し、かつ施設のドアに掲示する等で周知し

なければならない。 

  ２ 前条第 1 項の期日後に施設の使用申込みが合った場合において、同一の日及び時



42 

 

間につき使用予定と競合しないときは、前条の規定に基づきその承認又は不承認

を決する。 

 

 

（使用の取り消し） 

第 10条 使用責任者は、施設の使用の申込みをした後に、その使用をしないこととなった

ときは、理事長に対し、速やかに申込みをした施設の使用を取り消す旨の申し出で

をしなければならない。 

   

（施設の鍵の貸与及び返却） 

第 11条 承認を受けた施設使用責任者は、施設の使用に当り、理事長に使用承認書を提示

することにより施設の鍵の貸与を受けることができる。施設の使用を終了したと

きは、施設使用責任者は、直ちに戸締りを行い、理事長に施設の鍵を返却しなけれ

ばならない。 

 

（賃室の使用規定等） 

第 12条 第 5条 4・5項の使用については次の要件を満たさなければならない。 

① 使用責任者は居住者であること 

② 使用する者の居住者の割合は多数を占めていること、但し葬儀などによる宿泊

使用の場合は居住者の割合は問わない。 

 

(使用料と使用料の徴収) 

第 13条 施設内の各室使用料金は次の通りとする。 

貸室名 3時間単位料金 3時間単位料金 摘 要 

大広間 300円 

400円 

エアコン可 

6畳間 200円  

２ 宿泊使用の場合は、1泊 3,000円とする。宿泊に必要な寝具類は使用者が手配し使

用者の負担とする。 

３ 居住者以外の集まりま場合は、上記金額の 2倍とする。 

３ 使用責任者は承認された貸室の使用を終了後にその料金を支払うものとする。 

 

(貸室おける禁止事項) 

第 14条 貸室使用責任者は、承認を受けた使用日時及び使用用途等以外に貸室を使用して

はならない。 

  ２ 貸室使用責任者及び使用者は次に掲げる行為をしてはならない 
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① 物品販売を目的とした使用、但し管理組合理事会が承認した場合はそのかぎり

ではない。 

② 宗教等の活動、及び勧誘 

③ 政治活動 

④ 営利を目的にした講習会・研究会・勉強会等 

⑤ 喫煙 (ベランダを含む) 

⑥ カラオケ 

 

（原状回復義務等） 

第 15条 施設使用責任者は、施設の使用を終了したときは、直ちに什器備品、火気及び設

備の整理又は点検、並びに施設の清掃を行わなければならない。 

   ２ 施設使用責任者は、施設の使用により建物部分、設備及び什器備品を汚損又は毀

損したときは、その損害を賠償しなければならない。 

 

（事務の委託） 

第 16条 理事長は、この細則にさだめる事務の全部又は一部を、第三者に委託することが

できる。 

 

（細則外事項） 

第 17 条 本細則に定めない事項が生じた場合には、理事会で協議・決定するものとする。 

 

（細則の改廃） 

第 18条 本細則の改廃は、団地総会に出席した組合員の２分の１以上で決する。 

 

（付則） 

この細則は、2012年 5月 27日から効力を発する。 

 

改定履歴 

 2017年 5月 21日、法人化により、一部改定 

 2020年 6月 28日 用途、居住者以外の使用料等を改定。 

 

 

 

 

 

 


